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右同，挿画
汲
『魯敏遜牒流記略』，クイトルページ
最
後
に
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
が
、
『
漂
荒
紀
事
』
横
山
保
三
盆
由
清
）
の
訳
本
に
つ
い
て
は
、
刻
が
み
え
る
。
そ
れ
を
上
に
あ
げ
て
お
く
。
略
』
（
横
山
保
三
訳
）
に
も
、
三
枚
の
原
画
の
翻
に
挿
画
の
点
で
は
、
刊
本
の
『
魯
敏
遜
漂
行
紀
や
は
り
〈
A
本
〉
の
そ
れ
と
あ
わ
な
い
。
さ
ら
と
い
う
が
、
そ
れ
を
翻
訳
本
で
一
見
す
る
と
、
ン
ス
語
版
も
刊
行
さ
れ
、
そ
こ
に
挿
画
が
あ
る
内
部
は
二
部
に
わ
か
れ
て
い
る
。
同
時
に
フ
ラ
テ
ル
ダ
ム
で
刊
行
さ
れ
た
一
冊
本
の
小
本
で
、
ル
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
、
一
七
ニ
―
年
、
ア
ム
ス
後
に
再
び
検
討
す
る
が
、
蘭
訳
本
は
タ
イ
ト
前
ペ
ー
ジ
に
あ
げ
て
お
い
た
。
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
・
ロ
絵
•
本
文
第
一
ペ
ー
ジ
を
が
あ
わ
な
い
。
参
考
ま
で
に
、
同
蘭
訳
本
の
タ
ら
模
写
し
た
も
の
と
思
う
。
そ
こ
で
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
の
蘭
訳
本
と
比
較
し
て
み
た
ホ
す
こ
と
と
す
る
。
右
は
お
そ
ら
く
蘭
訳
本
か
- 16 -
と
ま
っ
た
く
別
の
蘭
訳
本
に
よ
っ
た
こ
と
が
、
訳
者
の
こ
と
ば
、
書
名
の
蘭
語
、
こ
う
し
て
、
〈
A
本
〉
は
貴
重
な
挿
画
が
模
写
さ
れ
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
o訳
本
か
ら
転
写
し
て
挿
入
し
た
の
か
、
写
本
を
作
成
の
写
し
手
が
、
転
写
し
て
加
え
た
の
か
、
の
写
本
を
み
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
断
定
は
下
せ
な
い
が
、
つ
ぎ
に
〈
序
〉
の
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
他
の
写
本
・
〈
文
明
本
〉
で
は
、
〈
和
聞
訳
者
自
叙
〉
と
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
〈
A
本
〉
は
〈
漂
荒
紀
事
序
〉
の
見
出
し
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
に
お
い
て
、
こ
れ
を
み
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
読
者
は
日
本
語
に
訳
し
た
人
物
の
〈
序
〉
と
誤
解
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
（
事
実
、
ィ
キ
リ
ス
ロ
ビ
ソ
ソ
ソ
ク
ル
ス
ウ
ィ
キ
リ
ス
し
か
し
、
〈
喋
睛
哨
国
魯
敏
孫
嘔
瑠
須
ハ
四
方
ノ
志
有
り
…
:
〉
で
は
じ
ま
り
、
〈
里
数
ハ
喋
悧
時
ノ
制
卜
知
ル
ヘ
ツ
〉
ま
で
を
通
読
す
る
と
他
の
写
本
と
一
致
す
る
。
〈
今
是
ヲ
訳
ス
ル
ニ
ハ
和
蘭
ノ
正
語
ヲ
用
ヒ
・
'
:
'
・少
モ
私
意
ヲ
加
ヘ
テ
―
詞
モ
増
減
セ
ス
〉
と
あ
る
の
で
、
ま
さ
し
く
、
英
文
か
ら
蘭
文
に
翻
訳
し
た
も
の
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
〈
A
本
〉
の
〈
序
〉
も
拠
っ
た
蘭
訳
本
の
訳
者
序
の
こ
と
で
あ
る
。
訳
文
に
は
ご
く
数
語
の
表
記
を
の
ぞ
き
、
諸
本
異
同
が
な
い
の
で
、
問
題
に
な
ら
な
い
。
た
だ
こ
の
〈
A
本
〉
は
伝
本
の
系
統
に
お
い
て
は
、
や
は
り
や
や
特
異
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
つ
ぎ
に
曰
と
し
て
あ
げ
た
文
章
の
表
記
の
特
異
性
で
あ
る
。
分
と
本
文
の
一
部
を
つ
ぎ
に
引
用
し
て
み
よ
う
（
上
の
写
真
版
を
参
照
）
。
凛
荒
紀
事
巻
之
一
上
魯
敏
孫
嵯
瑠
須
著
『漂
荒
紀
事
』
（
写
本
）
の
検
討
日
本
再
訳
映
暗
悧
国
く
。
〈
A
本
〉
は
や
は
り
特
異
な
写
本
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
〈
巻
之
一
上
〉
の
巻
首
内
題
•
本
文
冒
頭
か
ら
半
丁
こ
の
点
に
言
及
し
た
論
考
が
な
い
の
で
報
告
し
て
お
他
の
写
本
と
峻
別
さ
れ
る
。
ま
た
内
容
的
に
も
証
明
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
ま
ず
参
考
ま
で
に
、
い
ず
れ
と
も
断
定
で
き
な
い
。
す
べ
て
J
れ
は
訳
者
の
黒
田
が
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し
て
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
、
『
今
昔
物
語
』
な
ど
と
同
じ
く
、
擬
宣
命
体
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
上
の
⑯
と
（
マ
マ
）
ニ
移
地各
り
我
祖
父
ノ
名
ヲ
魯
敏
孫
卜
云
其
名
ヲ
以
氏
ト
ス
我
先
考
貴
家
ノ
胄
ナ
レ
圧
本
此
人
二
非
ス
「
プ
レ
メ
ン
」
国
ョ
リ
「
ビ
ュ
ル
」
ス
ジ
メ
リ
初
テ
商
ト
ナ
リ
家
大
二
富
メ
リ
遂
二
此
邦
「
イ
ー
ラ
ル
ク
」
卜
云
都
府
二
住
シ
我
母
ヲ
要
リ
紀
元
千
六
百
三
十
二
年
二
当
ッ
テ
我
ヲ
生
メ
リ
名
ヲ
嘔
礼
烏
都
那
児
卜
云
然
レ
圧
此
邦
二
在
テ
ハ
人
皆
呼
テ
嘔
瑠
須
卜
云
我
二
弟
ア
リ
末
弟
ハ
一
邦
君
ノ
隊
」
将
ト
ナ
リ
「
イ
ス
パ
ニ
ャ
」
国
卜
戦
ヒ
先
鋒
ッ
テ
死
ス
（
巻
一
之
上
・
一オ
i
一
ウ
）
右
の
よ
う
に
漢
字
片
仮
名
ま
じ
り
文
で
、
語
に
よ
っ
て
左
右
に
読
み
仮
名
が
あ
り
、
固
有
名
詞
は
「
原
則
の
形
式
で
あ
る
。
し
か
し
つ
ぎ
の
訳
文
は
や
や
異
色
と
い
え
よ
う
。
ト
モ
キ
＞
た
ル
9
ニ
―
ー
レ
ッ
テ
ソ
ト
9
-
＿9
ッ
ニ
テ
⑯
破
舶
在
己
且
即
欲
＞
凌
＞
飢
裸
体
投
＞
水
到
二
破
舶
＿
見
＞
之
沈
二
泥
ー
砂
示
＇＞
動
舶
I
底
含
＞
水
許
I
多
又
其
紬
傾
テ
深
＞
入
ュ
水
舶
首
ハ
出
二
水
テ
ニ
ス
ハ
ッ
カ
ラ
9
ー
レ
バ
9
上
―舶
上
二
乗
見
諸
具
或
湿
へ
或
不
＞
否
急
求
二
食
笥
蜘
雲
但
許
I
多
之
蒸
I
餅
る
会
匹
火
酒
蜘
i
―
飲
活
澄
―
―
精
l
神
＿
破
舶
ノ
在
＞
舷
集
＞
板
ム
ツ
モ
チ
シ
ャ
ウ
チ
ウ
ト
9
9
サ
カ
ッ
・
又
以
＞
鋸
析I
去
二
舶
—
首
る
安
一
拌
＿
其
上
二
並
＞
板
先
載
二
要
用
ノ
諸
器
ー
第
一
ハ
蒸l餅
米
I
穀
乳
l
酪
乾
l
羊
I
狗
鳥
ヲ
飼
フ
ノ
穀
及
キ
リ
サ
リ
ヒ
ト
ッ
／
イ
カ
ク
ュ
モ
（
マ
r
)
レ
ル
硝
l
子
燐
I
籠
薬
ー
水
l
火
酒
ノ
類
ヲ
盛
タ
ル
物
第
ニ
ハ
衣
服
ノ
類
也
有
―
―
進
潮
ノ
恐
盃
空
要
用
ノ
器
ー
ノ
ミ
（
巻
一
之
上
・
十
七
ウ
）
右
の
よ
う
に
、
訓
点
を
ほ
ど
こ
し
た
漢
文
体
を
主
と
す
る
訳
文
の
部
分
も
あ
っ
て
、
こ‘t
 
ぅ
二
種
と
な
っ
て
い
る
。
い
に
も
〈
当
ッ
テ
〉
の
よ
仮
名
の
細
字
表
記
の
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
促
音
表
記
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
部
分
、
あ
る
い
は
漠
文
体
で
は
な
ス
・`
ッ
く
て
も
、
〈
此
荒
島
二
栖
ョ
リ
多
ク
歴
＞
年
：
・
・
:
／
四
月
上
半
月
二
至
ル
／
赤
道
／
北
―
―
在
リ
／
奇
々
ト
メ
拝
伏
ス
〉
の
よ
う
に
、
全
巻
を
と
お
同
じ
部
分
を
、
〈
B
本
〉
に
よ
っ
て
示
し
て
み
よ
う
。
破
舶
目
前
二
在
リ
我
飢
テ
免
レ
ソ
ト
裸
体
水
二
投
ジ
破
舶
二
至
リ
視
ル
ニ
泥
砂
二
沈
ン
テ
動
ズ
舶
底
叉
水
ヲ
含
ム
1
許
多
ナ
リ
又
其
紬
（
マ
マ
）
ハ
傾
キ
テ
水
二
入
ル
1
深
ケ
レ
圧
舶
首
ハ
水
上
二
出
タ
リ
舶
上
二
乗
リ
見
レ
ハ
諸
具
或
ハ
顕
ヒ
或
ハ
否
又
大
二
飢
ュ
ル
ヲ
以
急
二
食
笥
ヲ
求
メ
見
レ
ハ
猶
許
多
ノ
蒸
餅
ア
リ
又
火
酒
ノ
壕
ア
リ
飲
テ
精
神
ヲ
活
澄
ニ
ス
破
舶
ノ
舷
二
在
ル
板
ヲ
集
メ
叉
鋸
ヲ
以
船
首
ヲ
祈
リ
去
」
で
区
別
し
て
い
る
。
こ
れ
が
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『
漂
荒
紀
事
』
（
写
本
）
の
検
討
つ
ぎ
に
写
本
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
上
欄
に
書
き
こ
ま
れ
た
註
記
的
な
も
の
に
つ
い
て
一
考
し
て
お
こ
こ、、"̀
う
一
般
に
、
漢
文
体
を
漠
字
仮
名
ま
じ
り
文
に
す
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
か
混
在
し
て
い
る
場
合
も
あ
右
の
よ
う
に
、
用
ノ
諸
器
ヲ
載
ス
第
一
ハ
蒸
餅
米
穀
乳
酪
乾
羊
肉
鳥
ヲ
飼
フ
ノ
穀
及
硝
子
塩
籠
薬
水
火
（悪）急
リ
テ
一
ノ
拌
ヲ
編
ミ
其
上
二
板
ヲ
並
べ
先
（
マ
マ
）
酒
ノ
類
ヲ
盛
リ
タ
ル
モ
ノ
第
ニ
ニ
ハ
衣
服
ノ
類
ナ
リ
潮
ノ
進
ミ
来
ル
ヲ
恐
レ
悪
用
ノ
器
ヲ
取
ル
ノ
ミ
こ
れ
な
ら
ば
〈
A
本
〉
の
原
則
と
同
じ
で
漢
字
片
仮
名
ま
じ
り
文
と
な
っ
て
い
る
。
C
本
〉
な
ど
で
、
〈
要
用
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
〈
要
用
〉
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
（
引
用
し
た
〈
B
本
〉
の
命
g
〉
は
類
似
字
形
の
た
め
誤
写
し
〈
A
本
〉
で
漢
語
の
左
側
に
み
ら
れ
る
日
本
語
（
俗
語
）
は
他
の
写
本
と
異
同
が
あ
る
。
こ
と
に
ろ
は
、
〈
凡
例
〉
の
解
説
と
い
さ
さ
か
矛
盾
す
る
。
は
っ
き
り
と
、
〈
西
洋
ノ
常
食
ニ
メ
小
麦
ヲ
以
製
ス
本
邦
鰻
頭
ノ
外
包
卜
同
製
ナ
リ
彼
邦
ノ
語
二
「
パ
ン
」
卜
呼
フ
〉
と
あ
っ
て
、
ム
シ
モ
チ
は
漢
字
へ
の
コ
メ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
で
、
他
の
〈
ハ
タ
カ
・
サ
カ
ン
〉
な
ど
と
は
異
な
る
次
元
ー
_
—
語
で
は
な
く
、
説
明
内
容
を
示
す
ー
~
の
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
〈
A
本
〉
は
二
種
（
厳
密
に
は
三
種
）
の
や
や
奇
妙
な
文
章
体
を
と
っ
て
い
る
。
る
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
半
葉
と
い
う
小
量
の
と
こ
ろ
で
、
り
、
ま
こ
と
に
奇
妙
で
、
こ
う
し
た
表
記
を
と
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
判
断
に
ま
よ
う
。
写
本
と
し
て
識
語
も
な
く
成
立
の
年
紀
も
未
詳
な
の
で
、
果
し
て
黒
田
自
身
の
草
稿
か
ら
直
接
書
写
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
黒
田
の
も
の
が
漢
文
体
で
あ
っ
た
証
拠
に
な
る
の
か
、
本
来
は
漢
字
片
仮
名
ま
じ
り
文
体
で
あ
っ
た
も
の
の
改
変
な
の
か
、
こ
れ
ま
た
断
定
し
に
く
い
。
す
で
に
ふ
れ
た
よ
〈
A
本
〉
は
他
の
写
本
類
と
比
較
し
て
特
殊
で
あ
る
。
ら
、
あ
る
い
は
、
〈
A
本
〉
は
黒
田
の
草
稲
の
体
裁
ー
|
'
本
来
は
漢
文
体
の
訳
文
と
仮
定
で
き
る
ー
ー
＇
を
保
存
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
お
や
ほ
ん
い
（
い
う
ま
で
も
な
く
、
〈
A
本
〉
は
祖
本
で
は
な
く
転
写
本
で
あ
る
こ
と
は
、
表
記
を
細
密
に
調
べ
て
も
証
明
さ
れ
る
）
。
鼈
頭
の
よ
う
に
、
た
と
思
う
。
急
に
訂
正
し
て
い
る
点
、
他
本
と
も
異
な
る
）
。
こ
れ
が
部
分
的
に
量
的
に
区
別
で
き
訳
文
中
の
〈
急
用
〉
は
、
〈
A
.
〈
蒸
餅
〉
を
ム
シ
モ
チ
と
す
る
と
こ
- 19-
2
『
漂
荒
紀
事
』
(
B
本
、
三
冊
本
°
袋
綴
四
針
眼
）
一
、
外
題
J
漂
荒
紀
事
上
（
中
・
下
）
一
、
大
き
さ
こ
一
七
―
｀
｀
、
リ
x
-
九
六
ミ
リ
る。
2
 
4
は
〈
A
本
〉
の
み
の
書
き
こ
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
書
写
し
た
人
の
恣
意
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
は
お
そ
ら
く
訳
者
が
施
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
書
き
こ
み
に
は
、
〈
B
.
C
本
〉
な
ど
に
も
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
が
あ
る
。
〈
文
明
本
〉
で
は
本
文
中
で
、
ほ
ぼ
同
じ
記
述
の
へ
ん
に
細
字
双
行
で
割
註
と
し
て
み
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
中
の
割
註
と
区
別
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
大
凡
諸
本
異
同
な
し
と
い
っ
て
よ
い
。
以
上
で
〈
A
本
〉
の
小
察
は
終
る
。
つ
ぎ
に
〈
B
本
〉
に
う
つ
る
。
＊
内
題
と
巻
数
の
表
示
が
異
な
る
。
7
出
帆
ノ
節
放
＞
抱
彼
国
ノ
法
也
（
巻
之
三
下
、
抱
爆
一
打
の
と
こ
ろ
）
*
〈
C
本
〉
に
は
〈
出
帆
又
着
岸
ノ
時
〉
と
あ
っ
て
一
部
異
な
6
 ヨ
ー
セ
フ
故
事
ハ
余
梱
二
訳
ス
ル
ヨ
ー
セ
ー
伝
二
詳
也
（
同
上
、
「
ヨ
ー
セ
フ
」
ノ
説
諭
の
と
こ
ろ
）
5
 
一
滴
血
ハ
彼
邦
盟
替
ノ
詞
（
同
上
、
う
。
ま
ず
〈
A
本
〉
に
み
え
る
す
べ
て
を
つ
ぎ
に
あ
げ
る
。
1
度
学
航
海
皆
一
学
科
ノ
名
也
度
学
ハ
測
量
術
也
（
巻
之
一
上
）
2
総
テ
鋏
器
ハ
亜
細
亜
°
ノ
以
＞
製
為
＞
美
。
本
国
ハ
鉄
質
軟
弱
ニ
メ
用
二
不
足
（
同
上
、
下
°
斧
の
と
こ
ろ
）
一
滴
血
の
と
こ
ろ
）
*
〈
B
.
C
本
〉
に
あ
り
3
。
ヒ
ン
斤
量
ノ
名
四
十
匁
也
（
巻
之
二
上
、
ピ
ッ
ト
の
と
こ
ろ
）
*
〈
C
本
〉
に
あ
り
4
以
下
イ
ス
ハ
ニ
ヤ
人
ヲ
イ
ス
ト
ナ
ス
（
巻
三
之
上
、
イ
ス
ハ
ニ
ヤ
人
の
と
こ
ろ
)
*
〈
B
.
C
本
〉
に
も
あ
り
＊
印
で
他
の
写
本
で
の
有
無
を
示
す
。
*
〈
B
.
C
本
〉
に
あ
り
*
〈
C
本
〉
に
あ
り
- 20 -
テ
〉
な
ど
訓
読
み
を
主
と
し
て
、
ご
く
少
数
の
み
で
あ
る
。
ク
ハ
・
ハ
ッ
ト
・
ー
（
な
し
）
〉
と
あ
り
、
〈
C
本
〉
で
も
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
年
齢
を
示
す
書
き
こ
み
が
あ
る
。
読
一
、
体
裁
こ
扉
〈
標
荒
紀
事
壱
（
中
・
下
）
〉
。
内
題
は
〈
巻
之
弐
•
巻
之
三
〉
と
あ
る
。
一
顆
、
各
冊
に
あ
り
。
自
叙
（
一
、
五
丁
）
、
凡
例
（
四
丁
）
、
本
文
五
巻
之
一
ー
三
十
七
丁
、
巻
之
ニ
ー
三
十
五
丁
、
巻
之
三
—
三
十
四
丁
。
合
計
一
〇
六
丁
）
、
各
冊
、
巻
末
に
〈
安
政
三
辰
年
東
都
在
勤
岡
見
伝
太
夫
殿
所
持
之
本
写
之
巻
尾
は
〈
標
荒
記
事
〉
と
あ
る
。
一
、
表
記
入
A
本
〉
と
同
じ
。
漢
字
片
仮
名
ま
じ
り
文
。
句
読
点
は
な
い
。
た
だ
し
、
〈
共
三
巻
〉
、
た
と
え
ば
、
本
書
で
は
、
最
終
丁
の
〈
庶
幾
ハ
・
漫
然
・
想
像
〉
な
ど
は
ふ
り
仮
名
が
な
い
が
、
〈
A
本
〉
で
は
、
〈
コ
イ
ネ
カ
ワ
〈
ー
ー
人
な
し
）
・
バ
ッ
ト
・
ヲ
モ
ヒ
ャ
リ
〉
な
ど
と
み
え
る
。
こ
の
よ
ラ
ソ
ヒ
9
う
に
本
書
は
他
の
写
本
に
比
し
て
漢
語
へ
の
ふ
り
仮
名
が
ご
く
す
く
な
い
点
で
、
特
徴
的
で
あ
る
。
〈
航
海
・
激
浪
．
憬
惰
•
墾
ヒ
フ
ナ
9
ビ
9
、
ナ
・
・
、
フ
ジ
ョ
ウ
上
で
あ
げ
た
〈
A
本
〉
な
ど
、
他
の
写
本
と
の
異
同
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
る
。
ま
ず
、
鼈
頭
の
語
で
あ
る
上
欄
の
書
き
こ
み
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
〈
魯
敏
孫
時
年
二
十
／
二
十
八
〉
と
い
う
よ
う
に
、
み
手
の
心
覚
え
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
〈
C
本
〉
に
も
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
、
訳
者
と
い
う
よ
り
第
三
者
の
写
し
手
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
系
の
写
本
の
場
合
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
書
き
こ
み
を
ぬ
き
出
し
て
み
る
。
『
漂
荒
紀
事
』
（
写
本
）
の
検
討
符
号
・
記
号
の
用
法
も
ほ
ぼ
同
じ
。
日
本
国
一
―
再
訳
一
、
巻
首
内
題
〗
漂
荒
紀
事
（
巻
之
一
）
（
マ
マ
）
映
哨
刷
国
（
マ
マ
）
魯
敏
孫
蝠
瑠
須
箸
一
、
本
文
ぃ
無
界
十
一
行
、
一
行
二
十
七
字
詰
。
一
字
分
あ
け
て
、
句
点
の
代
行
と
し
て
い
る
。
丸
岡
実
堅
〉
と
識
語
が
あ
る
。
ま
た
〈丸
岡
蔵
書
〉
（
丸
•黒
•
陽
）
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一
、
体
裁
こ
罪
な
し
。
和
蘭
訳
者
自
叙
（
二
丁
）
凡
例
な
し
。
本
文
（
百
五
十
五
丁
）
。
料
紙
は
斐
紙
。
一
、
本
文
~
無
界
十
行
、
一
行
二
十
字
詰
。
一
、
大
き
さ
こ
一
六
八
；
x
J
八
八
｀
、
リ
*
〈
A
本
〉
と
ほ
ぼ
同
じ
。
一
、
外
題
ニ
荒
嵩
記
事
全
＊
〈
事
〉
の
下
部
に
R
（
ペ
ン
書
き
）
の
字
あ
り
。
3
『
漂
荒
紀
事
』
(
C
本、
以
上
の
よ
う
に
、
し
か
し
〈
B
本
〉
は
書
写
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
る
点
は
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
写
し
手
も
武
士
と
思
わ
れ
る
点
、
読
者
層
を
考
え
る
う
え
か
ら
も
、
興
味
が
も
た
れ
る
。
つ
ぎ
に
〈
C
本
〉
を
考
え
る
。
一
冊
本
、
袋
綴
四
針
限
）
〈
A
本
〉
と
は
異
質
の
書
き
こ
み
が
み
ら
れ
る
。
動
静
ヲ
窺
フ
（
同
上
。
加
比
丹
ヲ
大
将
卜
す
る
と
こ
ろ
）
。
ろ）。
13
此
時
指
近
ク
進
ミ
杯
中
ョ
リ
窺
セ
シ
ナ
リ
ヘ
其
蔽
ノ
数
ヲ
以
惣
計
二
知
ベ
ツ
（
同
上
。
二
十
渡
の
と
こ
ろ
）
。
12
小
門
公
言
ノ
山
側
二
穿
チ
抜
タ
ル
脊
ロ
ナ
リ
（
同
上
。
小
門
の
と
こ
（同
上
。
潮
水
の
と
こ
ろ
）
。
14
魯
敏
孫
卜
普
令
ト
ハ
余
ノ
囚
ヲ
守
島
二
止
リ
、
戦
ノ
15
親
友
父
母
ノ
語
ハ
活
命
ノ
恩
人
ヲ
呼
詞
（
同
上
、
吾
命
ノ
父
母
の
と
こ
ろ
）
。
一
訳
ス
ル
所
ノ
ヨ
ー
セ
フ
伝
二
詳
也
（
同
上
、
1
一
蔽
凡
二
斗
五
キ
ヲ
盛
ヘ
シ
量
ナ
キ
ュ
／
「
エ
イ
ゼ
ル
」
（こ）
1
鉄
鐙
船
中
用
具
（
巻
之
一
、
鉄
鈴
の
と
こ
ろ
）
。
2
火
斗
知
ョ
印
ン
tlV
（同
上
、
火
斗
の
と
こ
ろ
）
。
3
「ニ
イ
セ
ル
ホ
ウ
ト」
此
二
鉄
樹
卜
記
ス
ハ
鉄
也
／
ホ
ウ
ト
」
材
也
其
名
ヲ
以
其
堅
ヲ
知
ベ
シ
（
同
上
、
該
当
語
の
と
こ
ろ）。
4
初
壺
ヲ
焼
テ
砂
八
分
ノ
絡
化
ス
ル
ヲ
見
テ
渤
薬
二
代
ュ
ル
ヲ
知
ナ
リ
（
巻
之
二
、
土
鍋
の
と
こ
ろ
）
。
ろ）。
7
投
矢
ハ
吾
邦
千
裡
靱
ノ
如
（
同
上
。
投
矢
の
と
こ
ろ
）
。
5
株
ハ
切
リ
カ
ブ
ニ
非
ス
樹
根
ノ
地
上
二
現
ハレ
腫
ッ
テ
具
間
二
凹
ミ
ア
リ
テ
臼
二
代
ュ
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
云
（
同
上
。
株
•
臼
の
と
こ
ろ
）
。
6
僻
ハ
他
国
ニ
テ
人
ヲ
捕
へ
此
島
二
登
テ
食
フ
（
同
上
。
伴
の
と
こ
8
炭
ハ
夜
二
焼
テ
敲
二
見
ラ
ル
、
1
ナ
ツ
（
同
上
。
炭
ヲ
焼
と
こ
ろ
）
。
9
此
島
近
傍
ノ
国
人
ヲ
食
ス
ル
処
多
ツ
（
巻
之
三
。
「
イ
ス
ハ
ニ
ャ
」
人
の
と
こ
ろ
）
。
10
一
滴
血
彼
邦
盟
誓
ノ
詞
／
ョ
ウ
セ
フ
ノ
故
事
ハ
余
糊
一
滴
ノ
血
・
「
ヨ
ー
セ
フ
」
ノ
故
事
の
と
こ
ろ
）
。
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ト
」
の
と
こ
ろ
）
。
ゾ
ー
ネ
ン
河
『涼
荒
紀
事
』
（
写
本
）
の
検
討
1
鑑
真
南
亜
米
利
加
東
部
第
一
ノ
大
河
也
卜
云
（同
上
。
ア
マ
ゾ
ー
ネ
ソ
河
の
と
こ
ろ
）
。
7
メ
キ
ジ
コ
国
米
利
堅
ノ
一
部
（
同
5
則
百
廿
ト
ソ
ネ
ソ
」
一
、
表
記
二
漠
字
片
仮
名
ま
じ
り
文
。
〈
B
本
〉
と
ほ
ぼ
同
じ
。
魯
敏
孫
蝠
瑠
須
著
た
だ
し
写
し
手
は
複
数
と
思
わ
れ
る
。
文
字
の
く
せ
が
一
様
で
な
い
。
符
号
・
記
号
な
ど
他
の
写
本
と
同
じ
、
句
点
代
用
に
一
字
分
を
空
白
と
す
る
。
註
は
細
字
双
行
。
一
、
巻
首
内
題
〗
漂
荒
紀
事
漂
荒
紀
事
何
〈C
本
〉
は
〈
A
本
〉
と
体
裁
•
構
成
が
類
似
す
る
。
（
二
十
四
丁
）
・
巻
之
ニ
ノ
下
（
二
十
八
丁
）
／
巻
之
三
上
（
三
十
三
丁
）
・
巻
之
三
之
下
(
+
九
丁
）
と
合
計
百
五
十
五
丁
、
(
r
マ）
か
れ
る
。
た
だ
し
最
終
丁
に
、
〈
ロ
ビ
ン
ク
ル
ソ
ー
漂
流
記
（
大
終
）
〉
〈
K
a
c
h
i
h
a
n
?)
と
ロ
ー
マ
字
書
き
が
そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
之
一
上
（
三
十
丁
）
・
巻
之
一
下
（
二
十
四
丁
）
／
巻
之
ニ
ノ
上
な
る
。
さ
ら
に
、
鼈
頭
の
上
欄
書
き
こ
み
も
や
や
異
な
る
と
こ
ろ
を
み
る
。
ま
た
印
顆
が
、
開
巻
巻
頭
の
部
分
、
そ
の
他
の
箇
所
に
四
顆
み
ら
れ
る
（
早
大
図
書
は
の
ぞ
く
）
。
す
なわ
ち
、
〈桜
場
（
朱
•
陽
・
矩
形
）
・
一
箕
館
蔵
書
（
同
上）
・
適
意
堂
蔵
藉
記
（
同
上
）
．
勝
俣
氏
旧
蔵
書
（
同
上
）
〉•
他
に
紋
所
の
よ
う
な
印
顆
―
つ
を
み
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
写
し
手
あ
る
い
は
旧
蔵
者
も
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
詳
述
で
き
ぬ
を
恨
と
す
る。
東
征
伝
天
宝
三
載
六
月
廿
七
日
至
楊
州
新
何
乗
舟
風
急
波
峻
、
水
黒
如
墨
沸
浪
一
透
如
上
高
山
、
怒
濡
再
至
似
入
深
谷
人
皆
荒
酔
但
唱
観
音
（
巻
之
一
上
。
波
瀾
の
と
こ
ろ
）
。
2
度
学
航
海
皆
一
学
科
ノ
名
也
度
学
ハ
測
量
術
也
（同
上
、
度
学
航
海
の
と
こ
ろ）。
3
火
獣
三
銃
丸
ヲ
受
テ
猶
死
セ
ス
故
二
斧
ニ
テ
剪
（
同
上
、
欧
ヲ
殺
ツ
の
と
こ
ろ
）
。
4
ロ
イ
バ
ー
ル
ト
海
馬
卜
訳
ス
（
同
上
。
「
ロ
イ
バ
ー
ル
ハ
吾
四
万
四
千
貫
目
ナ
リ
／
魯
敏
孫
時
年
二
十
八
（
同
上
°
ト
ソ
ネ
ソ
の
と
こ
ろ
）
。
6
ア
マ
つ
ぎ
に
〈
C
本
〉
の
書
き
こ
み
を
す
べ
て
順
次
あ
げ
て
お
く
。
今
、
こ
の
〈
C
本
〉
は
外
題
も
直
書
き
で
あ
っ
て
、
書
名
が
他
の
写
本
と
異
な
る
こ
と
、
〈自
叙
•
凡
例
〉
の
な
い
点
な
ど
他
の
写
本
と
異
―
―
巻
六
部
に
分
是
ナ
ル
カ
〉
と
み
え
る
。
喋
皓
刷
国
た
だ
し
〈
巻
之
三
之
下
〉
の
冒
頭
に
は
〈
荒
煤
紀
事
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〈
A
.
B
.
C
本
〉
と
共
通
し
た
と
こ
ろ
は
黒
田
の
訳
し
た
段
階
で
、
あ
る
い
は
書
き
こ
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
上
か
ら
意
図
的
に
コ
（
同
上
。
小
門
の
と
こ
ろ
）
。
24
此
時
稽
近
ク
進
ミ
林
中
ョ
リ
上°
メ
キ
シ
コ
の
と
こ
ろ
）
。
8
火
斗
シ
ョ
リ
ン
ノ
代
用
也
（
巻
之
一
下
。
火
斗
の
と
こ
ろ
）
。
ヒ
カ
キ
(
r
r
)
 
ハ
鉄
也
「
ホ
ソ
ト
」
材
也
其
名
ヲ
以
其
堅
ヲ
知
ベ
ッ
ド
モ
原
文
如
此
（
同
上
。
東
方
既
二
白
ク
の
と
こ
ろ
）
。
12
間
歌
熱
焼
テ
砂
分
ノ
縮
化
ス
ル
ヲ
見
テ
吻
薬
二
代
ュ
ル
ヲ
知
ナ
リ
（
巻
二
之
上
。
館
化
の
と
こ
ろ
）
。
14
株
ハ
切
リ
カ
ブ
ロ
□
ズ
樹
根
ノ
地
上
ニ
腫
ツ
ヲ
其
間
二
凹
ニ
ア
リ
テ
臼
二
代
ュ
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
云
（
同
上
。
臼
の
と
こ
ろ
）
。
15
ヒ
ン
ト
ハ
斤
量
ノ
名
四
十
匁
ナ
リ
盆
同
上
°
ヒ
ン
ト
の
と
こ
ろ
）
。
16
倅
又
他
国
ニ
テ
人
ヲ
捕
へ
此
島
二
登
テ
食
フ
盆
巻
ニ
ノ
下
。
伴
の
と
こ
ろ
）
。
（
同
上
。
投
矢
の
と
こ
ろ
）
。
18
炭
ハ
夜
二
焼
テ
敵
二
見
ラ
ル
、
1
ナ
シ
縛
ヲ
解
ク
と
こ
ろ
）
。
20-
滴
血
ハ
彼
国
盟
誓
ノ
詞
（
巻
之
三
上
。
メ
ン
ト
し
た
と
思
う
。
現
ハ
レ
17
投
矢
ハ
吾
邦
乎
裡
靱
ノ
如
（
同
上
。
炭
ヲ
焼
と
こ
ろ
）
。
19
殺
ス
寸
ハ
必
縛
ヲ
解
ク
（
同
上
。
(
r
r
)
（ご）
一
滴
血
の
と
こ
ろ
）
。
21
ヨ
ト
セ
ッ
故
事
ハ
余
梱
二
訳
タ
ル
所
ノ
ヨ
キ
セ
フ
伝
二
詳
ナ
リ
（
同
上
。
ョ
ー
セ
フ
の
と
こ
ろ
）
。
2
-
晦
凡
一
斗
五
升
ヲ
盛
ヘ
シ
量
ナ
キ
ュ
ヘ
其
蔽
ノ
穀
ヲ
以
惣
計
ヲ
知
ヘ
ツ
（
同
上
。
二
十
毅
の
と
こ
ろ
）
。
23
小
門
ハ
客
ノ
山
側
二
穿
テ
抜
タ
ル
客
ロ
ナ
リ
窺
ヒ
ジ
ナ
リ
（
同
上
。
甲
ノ
人
の
と
こ
ろ
）
。
25
別
舎
ハ
中
頃
毀
チ
テ
再
建
セ
シ
ナ
リ
（
同
上
。
小
銃
の
と
こ
ろ
）
。
26
出
帆
又
着
岸
ノ
時
抱
ヲ
放
ッ
ハ
西
洋
ノ
法
ナ
リ
（
巻
之
三
下
。
砲
爆
の
と
こ
ろ
）
。
27
原
意
ヲ
其
儘
二
訳
シ
敢
テ
増
減
セ
ス
（
同
上
。
女
友
の
と
こ
ろ
）
。
以
上
で
あ
る
。
〈
A
本
〉
に
な
く
、
〈
B
本
〉
と
一
致
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
書
き
こ
み
が
多
い
。
1
や
1
な
ど
特
異
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
書
写
は
あ
ま
り
よ
く
な
く
、
十
分
に
わ
か
っ
て
写
し
て
い
る
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
21
な
ど
〈
A
本
〉
の
よ
う
に
〈
ヨ
ー
ゼ
フ
〉
の
こ
と
で
あ
る
の
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
て
の
書
写
で
な
い
こ
と
も
推
測
で
き
よ
う
。
1
や
10
な
ど
書
写
し
た
人
の
私
意
で
書
き
こ
ん
だ
も
の
と
思
う
が
、
文
章
表
現
に
漢
籍
か
ら
の
投
影
を
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
内
容
、
則
ヲ
コ
リ
わ
ら
わ
や
み
也
（
同
上
。
間
歌
の
と
こ
ろ
）
。
13
初
壺
ヲ
ス
「
ヱ
イ
セ
ル
」
ァ亜
ノ
制
ヲ
以
美
ト
ス
。
本
国
ハ
鎖
質
軟
弱
ニ
メ
用
ニ
タ
ヘ
カ
ク
シ
（
同
上
。
斧
の
と
こ
ろ
）。
1
東
方
以
下
唐
津
応
物
詩
語
二
似
タ
レ
（ご
、）
9
「
ヱ
イ
セ
ル
ホ
ウ
ト
」
此
々
鉄
樹
卜
記
ァ
ッ
（
同
上
、
ヱ
イ
セ
ル
ホ
ウ
ト
の
と
こ
ろ
）
。
10
総
テ
鋏
器
ハ
亜
細
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な
い
。
〈
B
本
〉
と
の
み
共
通
す
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
す
る
と
、
や
は
り
〈
A
本
〉
が
特
異
で
あ
る
こ
と
の
反
証
と
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
26
の
と
こ
ろ
か
ら
推
定
す
る
と
、
〈
A
本
〉
の
書
き
こ
み
は
や
や
不
足
し
て
い
る
し
、
別
格
で
あ
っ
て
、
や
は
り
、
〈
出
帆
又
着
岸
ノ
時
〉
と
両
方
の
場
合
を
記
す
る
方
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
切
以
上
で
〈
C
本
〉
は
終
る
。
お
わ
り
に
合
U
本
〉
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
早
大
本
は
刊
記
も
年
紀
も
み
え
な
い
が
、
既
に
研
究
者
の
考
固
察
で
判
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
冊
は
印
本
で
あ
っ
て
、
明
治
五
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
柱
に
〈
魯
敏
孫
全
伝
巻
之
一
上
篇
〉
と
あ
っ
て
、
者
も
明
確
な
と
こ
ろ
で
あ
る
（
た
だ
し
、
両
人
の
伝
記
は
未
詳
）
。
と
あ
り
、
巻
首
内
題
も
、
〈
魯
敏
孫
全
伝
巻
之
壱
上
篇
／
喋
皓
刷
国
嘔
瑠
須
著
・
斎
藤
了
庵
訳
•
高
田
義
甫
校
〉
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
記
述
し
た
よ
う
に
、
訳
者
は
黒
田
行
と
い
う
点
、
本
書
と
矛
盾
す
る
わ
け
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
斎
藤
了
庵
が
黒
田
と
同
一
人
物
な
ら
ば
問
題
は
な
い
）
。
書
名
も
〈
漂
荒
紀
事
〉
敏
孫
全
伝
〉
と
す
る
な
ど
、
両
者
の
関
係
は
さ
ら
に
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
会
U
本
〉
も
著
者
は
ロ
ビ
ン
ソ
ソ
ク
ル
ー
ソ
ー
と
あ
っ
て
、
つ
い
に
D
・
デ
フ
ォ
ー
の
名
は
ど
こ
に
も
み
え
な
い
。
構
成
の
う
え
か
ら
、
〈
緒
言
（
三
丁
）
・
和
蘭
訳
者
自
叙
（
ニ
丁
）
〉
と
あ
っ
て
、
〈
凡
例
〉
は
な
く
、
本
文
に
は
い
る
が
、
〈
緒
言
〉
は
『
漂
荒
紀
事
』
の
〈
凡
例
〉
の
一
部
を
加
筆
あ
る
い
は
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
〈
自
叙
〉
は
写
本
(
A
.
B
.
C
の
諸
本
）
と
同
一
文
章
で
あ
る
（
も
っ
と
も
ご
く
一
部
語
句
の
異
同
は
あ
る
）
。
ま
た
本
文
も
u
ヒ
ソ
ソ
ソ
〈
我
祖
父
ノ
名
ヲ
、
魯
敏
孫
卜
云
、
其
名
ヲ
以
テ
氏
ト
ス
、
：
・
・
:
〉
の
よ
う
に
、
『
魯
敏
孫
全
伝
』
は
『
漂
荒
紀
事
』
の
改
題
本
で
あ
る
こ
と
は
確
定
的
で
あ
る
。
ま
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
述
べ
て
お
け
ば
、
〈
早
大
本
〉
で
は
、
一
冊
目
は
い
わ
ゆ
る
美
濃
判
本
で
、
無
界
十
行
、
使
用
な
ど
、『
漂
荒
紀
事
』
（
写
本
）
の
検
討
印
本
に
な
っ
て
い
る
の
は
〈
巻
之
一
〉
の
一
冊
の
み
で
、
一
行
二
十
字
詰
。
句
読
は
黒
ご
ま
点
の
一
種
で
あ
る
が
、
表
記
や
符
号
の
写
本
よ
り
は
は
る
か
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
明
治
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
〈
巻
之
一
上
〉
は
三
十
一
丁
。
下
〉
は
二
十
四
丁
、
柱
で
は
、
〈
下
〉
が
〈
上
〉
と
誤
刻
さ
れ
て
い
る
。
漢
語
に
は
ふ
り
仮
名
が
多
く
、
左
右
に
訓
と
音
を
付
し
て
い
る
な
他
の
二
冊
は
写
本
の
ま
一
致
す
る
。
文
章
表
現
や
内
容
か
ら
、
〈
巻
之
ま
さ
し
く
こ
の
書
名
も
訳
を
改
題
し
て
〈
魯
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時、
以
上
の
よ
う
に
、
識
語
に
よ
っ
て
も
、
著
者
は
ロ
ビ
ソ
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
の
翻
訳
が
そ
の
ま
ま
明
治
に
受
け
つ
が
れ
て
い
っ
た
明
ら
か
な
証
拠
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
蘭
学
界
の
賢
学
、
『
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
』
さ
て
、
”
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
漂
流
記
“
の
翻
訳
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
も
う
一
っ
注
目
さ
れ
る
作
品
が
あ
る
。
横
山
保
三
の
『
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
』
（
一
冊
。
小
本
。
安
政
四
年
・
一
〈
経
刊
）
で
あ
る
。
同
書
に
は
当
箕
作
玩
甫
の
序
が
あ
り
、
〈
（
前
略
）
洋
人
長
育
小
児
毎
以
此
書
為
訓
蒙
之
階
也
保
三
江
都
人
選
国
学
而
善
属
国
文
3
 
＊
〈
庚
辰
〉
は
明
治
十
三
年
と
思
わ
れ
る
。
庚
辰
穂
砲
ど
、
読
み
や
す
い
表
記
体
系
を
と
っ
て
い
る
。
写
本
や
〈
文
明
本
〉
に
は
見
え
な
い
が
、
〈
墨
汁
〉
（
巻
之
一
上
）
の
よ
う
な
ふ
り
仮
名
は
、
本
書
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
鼈
頭
は
ま
っ
た
く
な
い
の
で
、
写
本
に
み
え
た
書
き
こ
み
は
、
本
文
中
に
、
細
字
双
行
で
組
み
こ
ん
で
い
る
(
〈
文
明
本
〉
に
類
似
す
る
）
。
し
た
が
っ
て
本
来
の
割
註
は
写
本
と
比
較
し
て
か
な
り
改
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
〈
五
式
峠
九
〉
な
ど
西
紀
の
下
に
日
本
の
年
紀
を
割
註
で
出
し
て
い
る
。
ま
た
用
語
に
〈
西
紀
〉
を
用
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
は
注
目
し
た
い
。
ま
た
写
本
の
ぶ
〉
な
ど
の
割
註
を
削
除
し
て
い
る
点
な
ど
、
本
書
の
註
文
は
写
本
と
若
干
の
異
同
を
み
る
。
（
三
冊
目
）
の
巻
末
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
識
語
が
み
え
る
。
英
国
魯
敏
孫
嘔
瑠
須
快
活
之
士
也
其
所
著
漂
荒
紀
事
一
部
蘭
人
某
訳
而
公
之
子
其
国
中
此
書
蓋
係
子
我
邦
人
之
再
訳
而
未
公
布
之
也
友
人
西
氏
蔵
其
写
本
吾
請
而
写
其
第
二
第
三
巻
然
西
氏
会
有
事
赴
崎
陽
不
暇
写
第
一
巻
而
止
焉
深
為
遺
憾
偶
過
古
書
舗
獲
第
一
巻
坊
刻
本
廼
喜
購
之
始
為
完
璧
云
自
強
斎
主
人
識
囲
な
お
ま
た
会
u
本
〉
に
は
、
巻
之
三
ま
た
、
江
戸
時
代
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と
こ
ろ
、
あ
る
。
『源
荒
紀
事
』
（
写
本
）
の
検
討
ほ
と
ん
ど
異
同
は
見
出
し
に
く
い
。
〈
A
本
〉
の
み
が
表
記
な
ど
形
式
の
点
で
や
や
異
な
る
よ
う
で
あ
お
わ
り
に
今
見
其
所
翻
流
麗
可
喜
ば
、
同
年
刊
の
『
腿
風
新
話
』
（
伊
藤
似
蔵
訳
）
だ
さ
れ
て
い
る
点
で
、
両
者
の
相
違
を
み
る
。
ま
た
国
学
者
、
国
々
の
こ
と
は
つ
か
ひ
は
漠
語
も
て
う
つ
さ
ん
よ
り
も
妥
の
言
葉
も
て
物
す
る
な
ん
い
と
よ
う
あ
た
れ
る
は
其
こ
と
と
ひ
我
大
御
国
の
ふ
14 
り
に
似
か
よ
ひ
た
る
所
あ
れ
は
成
け
り
〉
と
し
て
、
本
書
翻
訳
の
方
法
と
態
度
の
一
端
を
述
べ
る
。
確
か
に
訳
文
は
よ
く
こ
な
れ
た
国
文
体
で
あ
る
。
横
山
保
三
は
国
学
者
と
し
て
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
蘭
語
学
習
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
訳
文
と
関
連
し
て
一
言
そ
え
れ
を
一
読
し
て
も
、
言
文
一
致
体
の
こ
な
れ
た
訳
文
体
で
あ
っ
て
、
時
代
が
こ
う
し
た
国
文
に
は
、
江
戸
時
代
広
・
略
の
二
種
が
移
入
さ
れ
、
翻
訳
も
二
種
お
こ
な
わ
れ
た
わ
け
で
、
そ
の
一
っ
、
広
本
に
よ
っ
た
の
が
、
上
で
考
察
し
た
『
漂
荒
紀
事
』
で
あ
り
、
略
本
に
よ
っ
た
の
が
本
書
で
あ
る
と
い
う
。
前
者
に
比
し
て
、
童
蒙
へ
の
教
訓
と
い
う
線
が
明
確
に
う
ち
＿
ュ
ー
ウ
ェ
ン
ホ
イ
ス
内
容
の
点
で
は
、
特
に
〈
付
載
〉
（
三
丁
）
が
巻
末
に
あ
っ
て
、
〈
紐
氏
韻
府
〉
に
よ
っ
て
、
フ
ー
と
示
す
）
の
こ
と
を
解
説
し
、
書
誌
的
な
点
も
若
干
記
述
し
て
い
る
（
紐
氏
韻
府
は
'
N
ie
u
w
e
n
h
u
is'
と
い
う
°
百
科
事
典
で
あ
る
）
。
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
別
論
に
ゆ
ず
っ
た
の
で
、
〈
和
蘭
に
て
も
之
を
翻
刻
し
て
広
略
数
本
世
に
行
は
れ
け
る
な
り
〉
と
述
べ
て
い
る
。
本
書
の
よ
っ
た
蘭
訳
本
は
い
ぜ
ん
と
し
て
未
詳
で
し
か
し
横
山
が
本
書
を
〈
ロ
マ
ン
〉
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
て
紹
介
し
て
い
る
点
は
、
明
治
へ
つ
な
が
る
小
説
論
の
萌
芽
と
し
て
そ
の
方
を
参
照
さ
れ
た
い
。
以
上
、
書
誌
的
な
点
を
中
心
と
し
て
述
べ
て
き
た
が
、
最
終
的
に
は
、
訳
文
相
互
の
異
同
な
ど
比
較
校
合
し
て
、
初
源
の
も
の
を
復
元
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
紙
数
の
関
係
で
そ
の
作
業
は
つ
ぎ
の
機
会
に
ゆ
ず
る
。
上
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
た
だ
し
諸
本
を
通
読
し
た
ロ
ビ
ン
ソ
ン
や
デ
フ
ォ
ー
（
ダ
ニ
ー
ル
、
デ
、
体
を
要
求
し
た
と
も
い
え
る
。
『
魯
敏
遜
標
行
紀
略
』
は
、
わ
ず
か
二
十
葉
ほ
ど
の
小
冊
子
で
、
訳
者
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
蘭
訳
本
有
今
昔
物
語
之
風
〉
と
賛
辞
を
呈
し
て
い
る
。
実
は
義
父
の
井
上
文
雄
も
、
〈
（
前
略
）
西
洋
の
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の
域
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
た
と
え
ば
原
本
（
英
・
油
の
る。
蟷
-
i
畑
藻
O
圧
t
渉
が
D
5
n
o廿
逹
0
併
舛
江
t
t
t
fわ
b
’
9
汗
°
つ
ぎ
に
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
原
文
と
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
上
で
写
真
版
あ
げ
た
一
七
ニ
―
年
刊
の
蘭
訳
本
を
み
る
と
、
I
n
't
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a
a
r
 z
e
s
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i
e
n
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i
f
い
L
O
耳
右
の
蘭
文
を
、
『
標
荒
紀
事
』
の
冒
頭
の
訳
文
と
比
較
す
る
と
、
〈
我
祖
父
ノ
名
ヲ
魯
敏
孫
卜
云
其
名
ヲ
以
氏
ト
ス
我
先
考
貴
家
ノ
胄
ナ
ス
ジ
メ
レ
圧
本
此
人
二
非
ス
〉
な
ど
、
上
で
引
用
し
た
の
で
比
較
す
れ
ば
あ
き
ら
か
に
異
文
で
あ
る
こ
と
は
判
明
す
る
。
叙
述
か
ら
し
て
異
な
る
の
で
、
黒
田
の
意
訳
で
は
な
く
、
拠
っ
た
蘭
訳
本
が
別
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
他
、
金
曜
日
（
晋
鈴
駐
夫
と
表
記
）
と
の
出
あ
い
な
ど
も
、
比
較
検
討
す
る
と
別
の
蘭
訳
本
に
拠
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
訳
語
訳
文
の
検
討
は
別
論
に
ゆ
ず
る
が
、
な
蘭
訳
本
が
は
い
っ
て
き
た
か
、
今
後
精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
英
文
と
蘭
訳
本
と
の
比
較
検
討
も
必
要
で
あ
る
。
初
版
本
同
士
で
比
較
す
る
か
ぎ
り
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
思
う
が
、
『
漂
荒
紀
事
』
の
場
合
、
〈
自
叙
〉
に
は
私
意
を
加
え
ず
一
詞
も
増
減
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
原
作
の
英
文
と
蘭
訳
本
と
は
多
少
の
異
同
は
あ
っ
て
も
形
式
内
容
と
も
に
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
『
漂
荒
紀
事
』
の
拠
っ
た
蘭
訳
本
は
、
上
で
示
し
た
よ
う
に
初
版
本
と
異
な
る
と
い
う
点
で
、
別
の
蘭
訳
本
”
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
漂
流
記
“
を
創
作
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
推
量
初
版
本
）
で
は
、
内
容
的
に
も
異
同
の
あ
る
蘭
訳
本
と
思
わ
れ
る
。
父
と
子
の
問
答
に
お
い
て
、
航
海
す
る
こ
と
を
反
対
し
て
い
る
し
、
に
な
る
こ
と
や
そ
の
戦
死
に
つ
い
て
、
〈
若
い
血
の
た
ぎ
る
に
ま
か
せ
て
軍
隊
に
は
い
り
、
す
く
な
く
と
も
、
日
本
に
い
つ
ど
の
よ
う
長
男
（
『
源
荒
記
事
』
は
弟
と
訳
し
て
い
る
）
が
軍
人
結
局
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
馬
つ
ぎ
の
蘭
文
で
は
じ
ま
る
。
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鹿
な
こ
と
を
す
る
…
・
:
〉
と
い
っ
た
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
と
う
の
幸
福
の
基
準
で
あ
る
〉
と
い
う
人
生
観
や
処
世
観
も
述
べ
て
い
る
。
家
に
落
着
い
て
平
和
な
暮
し
を
す
る
の
は
中
流
ど
こ
ろ
の
階
層
が
い
い
と
い
う
わ
け
で
、
択
一
の
言
を
与
え
て
い
る
。
ク
ル
ー
ソ
ー
が
外
に
出
る
こ
と
は
反
対
し
て
い
る
。
一
切
み
え
な
い
。
む
し
ろ
、
ロ
ビ
ソ
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
が
〈
大
志
〉
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
n
ソ
ヘ
キ
9
、
ヒ
地
ヲ
墾
闘
ス
ル
ト
産
地
二
在
テ
大
家
卜
成
リ
名
ヲ
後
世
二
挙
テ
先
緒
ヲ
恢
ニ
ス
ル
ノ
ニ
件
ノ
事
最
難
ツ
汝
此
ニ
ッ
ノ
者
ヲ
撰
へ
〉
と
二
者
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
訳
者
が
勝
手
に
意
訳
し
た
の
で
は
な
く
、
拠
っ
た
蘭
訳
本
の
記
述
で
あ
ろ
う
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
い
う
な
ら
ば
、
”
ロ
ビ
ン
ソ
ソ
ク
ル
ー
ソ
ー
漂
流
記
“
に
み
え
る
思
想
は
英
文
あ
る
い
は
初
版
の
蘭
訳
本
と
、
黒
田
の
拠
っ
た
蘭
訳
本
と
根
本
的
に
異
質
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
は
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
社
会
や
、
ソ
ー
漂
流
記
“
受
容
の
態
度
に
も
関
係
す
る
し
、
の
内
容
の
検
討
は
こ
れ
ま
た
重
要
な
幕
末
の
蘭
学
思
想
史
の
一
面
か
と
思
う
。
そ
れ
ら
を
ふ
く
め
て
、
容
や
訳
文
に
た
ち
い
っ
て
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
（
な
お
初
版
本
の
蘭
訳
本
で
も
、
〈
兄
〉
を
〈
弟
〉
と
蘭
訳
す
る
な
ど
、
こ
で
は
英
文
を
蘭
文
に
重
訳
ー
、
訳
者
の
私
見
や
思
想
が
加
え
ら
れ
る
と
、
や
は
り
重
大
で
あ
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
翻
訳
す
る
と
な
る
と
、
も
は
や
原
作
不
在
ど
こ
ろ
か
、
異
な
る
方
向
へ
と
展
開
し
、
基
調
な
い
し
中
核
と
な
る
思
想
や
主
張
ま
で
歪
曲
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
の
翻
訳
に
果
し
て
こ
う
し
た
過
誤
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
日
本
の
翻
訳
文
化
を
考
え
る
時
、
翻
訳
に
よ
っ
て
正
し
い
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
や
文
化
・
思
想
が
摂
取
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
翻
訳
文
化
と
い
う
こ
と
ば
ま
で
あ
る
日
本
で
あ
る
。
か
つ
て
わ
た
し
が
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
(
-
九
八
一
年
・
3
.
2
7
号
）
で
佐
藤
昌
介
氏
の
蘭
学
思
想
を
幻
術
と
幻
花
で
批
判
し
た
が
、
『
漂
荒
紀
事
』
（
写
本
）
の
検
討
お
わ
り
に
蛇
足
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
真
の
翻
訳
と
は
何
か
？
ら
ば
、
英
蘭
で
訳
に
多
少
の
異
同
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
。
日
本
で
の
そ
れ
に
も
関
連
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
し
か
し
、
そ
れ
は
根
底
に
こ
う
し
た
と
一
考
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
か
と
思
う
。
原
作
者
を
離
れ
て
ー
|
こ
つ
ぎ
の
機
に
『
源
荒
紀
事
』
の
内
”
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
漂
流
記
“
〈
大
凡
人
ノ
難
業
多
ッ
ト
雖
無
人
ノ
オ
ラ
ン
ダ
人
の
”
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
父
は
、
厳
密
に
比
較
す
る
な
『
漂
荒
紀
事
』
で
は
そ
う
し
た
点
の
記
述
は
〈
貧
も
富
も
さ
け
た
い
と
願
っ
た
賢
者
は
、
中
位
の
身
分
こ
そ
ほ
ん
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、
、
、
翻
訳
に
よ
る
ョ
ー
ロ
ッ
。
ハ
思
想
の
受
容
に
十
分
に
神
経
質
で
、
語
旬
や
表
現
な
ど
、
基
本
の
こ
と
ば
を
恣
意
的
に
、
自
分
に
都
合
い
い
よ
訳
と
し
て
成
立
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
、
デ
フ
ォ
ー
や
”
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
源
流
記
“
の
思
想
と
論
じ
て
は
、
滑
稽
で
あ
り
重
大
な
〈付
記
〉
~
『
源
荒
紀
事
』
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
論
文
の
う
ち
、
竹
村
覚
『
日
本
英
学
発
達
史
』
所
収
の
〈
文
学
篇
/
[
1
1黒
田
麹
盛
•
•
I
X
「
源
荒
紀
事
』
・
x
「
魯
敏
遜
源
行
紀
略
」
〉
、
豊
田
実
『
日
本
英
学
史
の
研
究
』
所
収
の
〈
第
二
部
文
学
／
四
英
吉
利
漂
流
物
邦
訳
考
〉
、
重
久
篤
太
郎
『
日
本
近
世
英
学
史
』
所
収
の
〈
文
学
篇
／
一
明
治
以
前
の
西
洋
文
学
伝
来
考
、
二
近
代
翻
訳
文
学
雑
記
、
る
。
第
一
に
つ
い
て
要
約
的
に
示
す
と
、
①
英
吉
利
文
学
の
作
品
中
、
我
国
に
移
入
さ
れ
た
最
初
の
完
全
な
作
品
で
、
訳
文
の
途
勁
に
し
て
典
雅
、
完
璧
に
近
い
名
訳
。
＊
た
だ
し
蘭
訳
本
と
訳
③
訳
者
が
黒
田
麹
慮
で
あ
る
点
の
究
明
に
は
か
な
り
苦
労
し
た
。
亀
田
次
郎
「
黒
田
麹
盛
の
業
績
及
其
著
書
」
（
「
芸
文
」
大
正
十
五
年
十
月
）
で
詳
細
を
知
り
う
る
。
．
＾
ソ
ヘ
ソ
デ
レ
ッ
キ
③
訳
者
、
黒
田
麹
慮
は
十
九
歳
で
欲
頷
軒
特
烈
機
の
蘭
訳
『
初
学
窮
理
抄
』
(V
o
l
k
,
 
N
a
t
u
r
k
u
n
d
e
,
 弘
化
二
年
・
一A
翌
）
を
和
訳
し
て
い
る
。
⑭
ま
た
、
黒
田
は
藤
沢
東
該
、
岡
内
六
蔵
の
門
で
漢
学
を
、
緒
方
洪
庵
の
門
で
蘭
学
を
学
ん
だ
。
文
久
二
年
(
-
A
空
一
）
に
開
成
所
出
仕
と
な
り
、
後
帰
国
し
て
、
藩
校
、
遵
義
堂
の
督
学
と
な
っ
て
、
蘭
•
英
•
仏
•
独
・
梵
語
を
は
じ
め
、
星
学
·
理
学
·
漢
学
ま
で
教
授
、
門
下
か
ら
杉
浦
重
剛
の
よ
う
な
傑
物
を
出
し
た
。
⑮
明
治
六
年
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
〈
＊
〉
は
私
註
を
示
す
。
梵
語
の
力
を
か
わ
れ
て
、
京
都
東
本
願
寺
の
翻
訳
局
で
、
梵
語
の
翻
訳
に
従
事
、
『
榜
葛
剌
文
典
』
(
+
九
冊
）
・
『
利
奨
辟
陀
三
喜
多
引
』
（
三
十
七
冊
）
を
大
成
、
明
治
二
十
五
年
（
一
会
―
-
）
死
没
。
六
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
本
と
を
比
較
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
過
誤
を
お
か
す
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
う
に
解
訳
す
る
危
険
性
に
警
告
を
発
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
新
島
裏
。
「
標
荒
紀
事
」
〉
の
三
種
が
注
目
さ
れ
（
一
九
八
ニ
・
十
一
•
三
）
”
ロ
ビ
ン
ソ
ソ
ク
ル
ー
ソ
ー
漂
流
記
“
の
訳
文
が
原
作
者
を
離
れ
た
翻
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③
新
島
罪
は
安
中
藩
士
で
あ
っ
た
が
、
嘗
て
和
訳
の
「
ロ
ビ
ン
ソ
ソ
」
慄
流
記
を
読
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
京
都
大
学
図
書
館
蔵
の
写
本
『
標
荒
紀
事
』
を
み
て
、
奥
書
（
上
に
示
す
）
か
ら
、
新
島
罪
が
甘
雨
侯
秘
蔵
の
『
漂
荒
紀
事
』
を
読
ん
だ
こ
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
な
る
興
趣
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
論
を
述
べ
て
い
る
。
〈
圭
介
の
伝
記
に
書
か
れ
て
を
る
こ
と
を
も
っ
て
し
て
も
、
れ
た
。
こ
°t
 
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
、
英
文
の
原
本
と
く
ら
べ
て
は
な
は
だ
簡
略
で
あ
る
。
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
は
上
掲
、
亀
田
次
郎
氏
の
論
考
を
主
眼
と
し
て
示
す
と
述
べ
、
訳
者
に
つ
い
て
、
『
増
補
西
洋
事
情
附
録
』
（
福
沢
諭
吉
『
西
洋
事
惜
』
を
黒
田
が
校
正
し
た
も
の
）
の
巻
末
に
、
黒
田
自
身
の
著
訳
書
が
十
二
種
列
挙
し
て
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、
『
源
荒
紀
事
活
版
三
巻
』
と
み
え
る
由
で
あ
る
。
豊
田
実
氏
は
出
版
予
定
で
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
①
邦
訳
は
閑
訳
本
を
そ
の
ま
ま
訳
出
し
た
も
の
で
、
蘭
訳
本
も
英
文
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
蘭
訳
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
拠
っ
た
も
の
が
現
に
簡
略
な
＊
氏
も
蘭
文
と
英
文
と
を
比
較
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
竹
村
覚
氏
は
、
『
漂
荒
紀
事
』
の
〈
序
〉
を
黒
田
の
も
の
と
誤
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
豊
田
実
氏
は
は
っ
き
り
蘭
訳
本
の
序
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。
③
黒
田
の
訳
し
た
第
二
巻
の
初
め
の
日
記
の
一
部
を
原
文
（
英
文
初
版
本
と
同
文
の
も
の
）
と
比
較
し
て
、
簡
略
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
第
三
は
、
訳
語
に
つ
い
て
若
干
興
味
あ
る
こ
と
を
記
し
、
さ
ら
に
、
興
味
あ
る
点
は
、
京
都
大
学
所
蔵
本
に
は
、
〈
安
中
侯
板
倉
氏
蔵
本
借
写
〉
と
あ
っ
た
り
、
水
戸
の
『
彰
考
館
書
目
』
に
も
所
蔵
が
あ
る
点
で
、
〈
各
地
に
所
蔵
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
こ
の
源
流
記
が
箪
写
さ
れ
て
、
好
事
家
の
間
に
行
渡
り
相
当
弘
く
読
ま
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
〉
と
述
べ
、
月
）
と
、
碓
氷
教
育
会
『
甘
雨
公
と
新
島
先
生
』
、
同
志
社
校
友
会
報
〈
板
倉
勝
明
公
と
新
島
先
生
〉
の
論
文
を
参
照
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
を
示
さ
①
伊
藤
圭
介
が
、
当
時
曲
書
の
舶
載
が
す
く
な
い
の
で
、
『
漂
荒
紀
事
』
（
写
本
）
の
検
討
ま
た
、
盟
田
実
氏
は
竹
村
覚
氏
と
異
な
っ
て
、
内
容
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
お
こ
さ
ら
に
興
味
あ
る
の
は
、
片
山
操
〈
理
学
博
士
伊
藤
圭
介
君
〉
（
「
太
陽
」
明
治
三
十
二
年
六
閑
訳
本
『
魯
敏
遜
克
蘇
』
な
ど
を
以
て
藩
校
で
の
教
授
の
際
読
本
に
あ
て
た
こ
と
が
あ
っ
魯
敏
遜
漂
流
記
が
当
時
の
蘭
学
者
の
読
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以
上
、
三
氏
の
労
作
に
接
し
て
、
『
標
荒
紀
事
』
が
は
や
く
か
ら
研
究
者
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
と
に
そ
れ
が
、
思
想
史
的
問
題
に
ま
で
及
ぶ
と
す
る
な
ら
ば
、
な
い
と
思
う
。
し
か
し
い
ず
れ
も
蘭
文
と
の
比
較
は
な
く
、
そ
の
点
、
の
完
全
な
英
文
と
も
、
に
、
『
裸
荒
紀
事
』
に
用
い
た
蘭
訳
本
は
、
原
本
（
初
版
本
）
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
今
後
、
『
標
荒
紀
事
』
の
拠
っ
た
蘭
訳
本
の
出
現
を
切
に
望
み
た
い
と
思
う
。
註①
論
末
の
〈
付
記
〉
で
紹
介
し
た
が
、
重
久
篤
太
郎
は
、
同
志
社
大
学
の
創
立
者
、
新
島
罪
と
関
係
し
て
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵
の
一
写
本
に
、
〈
安
中
侯
板
倉
氏
蔵
本
借
写
〉
と
あ
る
由
で
あ
る
。
安
中
侯
は
新
島
襄
の
属
し
て
い
た
藩
で
あ
る
。
ま
た
、
昨
年
（
五
十
七
年
十
一
月
）
の
〈
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
〉
（
東
京
古
典
会
）
に
出
品
の
『
標
荒
紀
事
』
（
三
冊
本
）
を
一
見
し
た
が
、
〈
凡
例
〉
を
欠
く
も
の
で
、
巻
末
に
、
〈
嘉
永
七
年
、
沼
津
藩
五
十
嵐
惟
和
写
之
〉
と
み
え
る
（
目
録
は
誤
っ
て
〈
訳
〉
と
し
て
い
る
）
。
こ
れ
も
武
士
で
あ
ろ
う
。
参
考
ま
で
に
こ
こ
に
あ
げ
て
お
く
。
②
〈
C
本
〉
の
〈
和
蘭
訳
者
自
叙
〉
に
は
、
他
の
写
本
と
異
な
っ
て
、
〈
少
モ
私
意
ヲ
加
ヘ
ス
〉
と
、
打
消
の
〈
ス
〉
（
ズ
）
と
表
記
し
て
い
る
。
〈
文
明
本
〉
も
同
様
で
あ
る
。
同
系
写
本
と
い
え
よ
う
か
。
③
『
明
治
・
大
正
•
昭
和
翻
訳
文
学
目
録
』
（
国
立
国
会
図
柑
館
網
·
風
問
困
房
、
S
.
3
4
.
9
)に
、
〈
明
治
5
年
魯
敏
孫
全
伝
2
冊
訳
者
、
斉
藤
了
庵
香
芸
堂
（
「
深
荒
紀
事
」
の
第
一
巻
）
〉
と
あ
る
。
④
竹
村
立
は
、
横
山
保
三
に
つ
い
て
、
〈
東
京
大
学
法
理
文
学
部
一
究
明
治
十
二
、
三
年
度
〉
（
明
治
十
三
年
・
-
＾
＾
O
)
を
あ
げ
て
、
横
山
が
明
治
に
な
っ
て
、
東
京
大
学
の
文
学
部
と
法
学
部
の
諧
師
と
な
り
、
古
文
学
と
日
本
古
代
法
律
を
講
義
し
た
と
い
う
。
外
山
正
一
・
中
村
正
直
•
黒
川
真
頼
・
三
島
毅
•
島
田
重
礼
ら
と
と
も
に
大
学
の
重
鎖
と
な
っ
た
と
い
う
。
井
上
哲
次
郎
・
市
島
謙
吉
•
高
田
早
苗
•
坪
井
逍
遥
な
ど
、
横
山
の
薫
陶
を
受
け
た
逸
材
と
い
う
。
と
述
べ
て
い
る
。
物
で
あ
っ
た
事
を
窺
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
故
に
関
学
に
志
さ
れ
た
新
島
先
生
が
こ
の
書
に
親
ま
れ
た
こ
と
も
宜
な
り
と
云
ふ
ぺ
き
で
あ
る
。
さ
れ
ば
海
外
知
識
を
求
め
た
甘
雨
侯
の
理
想
が
新
島
先
生
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
と
考
ふ
べ
き
や
否
や
は
、
更
に
将
来
の
調
査
研
究
に
侯
つ
：
．
〉
ナ
ボ
レ
オ
ン
伝
と
と
も
に
、
幕
末
に
お
け
る
”
ロ
ビ
ン
ソ
ソ
ク
ル
ー
ソ
ー
涼
流
記
“
の
意
味
は
決
し
て
小
さ
く
い
ま
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
わ
た
し
が
別
論
で
こ
の
点
を
考
察
し
た
よ
う
そ
の
蘭
訳
本
と
も
か
な
り
異
な
っ
た
独
自
の
蘭
訳
本
に
よ
っ
て
い
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⑮
小
論
〈
ョ
ー
ロ
ッ
バ
文
学
『
襟
荒
紀
事
』
（
ロ
ピ
ソ
ソ
ソ
ク
ル
ー
ソ
ー
の
n険
）
の
翻
訳
〉
（
『
日
本
翻
訳
語
史
の
研
究
』
・
八
坂
也
房
に
所
収
）
を
参
照
。
〈
補
記
〉
そ
の
後
、
蘭
訳
本
の
第
六
版
改
訂
版
を
披
閲
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
い
ず
れ
も
ロ
ビ
ソ
ソ
ソ
ク
ル
ー
ソ
ー
を
策
者
と
し
て
い
る
点
に
変
更
は
な
い
。
『
漂
荒
紀
事
』
（
写
本
）
の
検
討
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